
島原市在宅医療・介護連携に関する市民アンケート調査業務【概要版】 

 

【調査概要】 

１．実施時期：令和６年６月２２日（土）～７月１２日（金）  

２．調査対象：住民基本台帳から無作為抽出した満２０歳以上の市民３,０００人  

３．抽出方法：地区・年齢別無作為抽出法  

４．調査方法：WEB 上での回答可能な QRコード等を記載した調査票の郵送・回収 

５．回収率：４４．４％（調査票（紙） ３９.８％ WEB ４.６％） 

回収数：１，３３３票（調査票（紙） １，１９４票 WEB １３９票） 

 

【回答者属性】（単位：％） 

【性別】            【年代】           【家族構成】 

   

 

【調査結果（N＝1,333）】（単位：％） 
 

 

・ かかかつけ 医がいる」は 59.7％で、年齢を重ねるにけれて割合が高まつ、80 歳以上では 83.1％に達して
います。かかかつけ 医と言える医師はいないが、いけも受診する医療機関は決まっている」は 20～40 代
の若い世代が高く、健康状態の違いやかかつけ 医の役割の認知によるものと考えられます。 

 
 
 
 

 

  

男性

42.9 

女性

54.7 

選択しない

0.6 

無回答

1.8 

20～30代

3.2 

40代

8.0 
50代

8.0 

60代

31.4 

70代

34.0 

80歳以上

14.6 

無回答

0.9 

単身世帯（ひとり

暮らし）

16.8 

夫婦のみの世帯

37.1 

二世代世帯（本人または

本人夫婦とその子供）

22.9 

二世代世帯（本人また

は本人夫婦とその親）

8.7 

三世代世帯

（親・子・孫）

9.7 

その他

3.7 

無回答

1.2 

59.7 

11.6 

27.4 

36.8 

57.2 

70.9 

83.1 

27.7 

58.1 

46.2 

39.6 

28.9 

23.0 

13.8 

11.7 

30.2 

26.4 

23.6 

13.9 

5.7 

2.6 

0.9 

0.4 

0.5 

全体(n=1333)

20～30代(n=43)

40代(n=106)

50代(n=106)

60代(n=418)

70代(n=453)

80歳以上(n=195)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かかりつけ医がいる かかりつけ医はいないが、いつも受診する医療機関は決まっている かかりつけ医はいない 無回答

年

代

別

かかりつけ医・医療機関に関すること 

年齢が高くなるに

けれて増加 

年齢が高くなるに

けれて低下 



 

 

【 か原市市宅医医療・護 センター」の認知度別で見たか宅医医療・護 」の認知度】 

・60～80歳以上の年代で、宅医医療・護 相談センターをか知っている」と回答した割合は 8割以上で、 か聞
いたことがある」又はか知らない」に比べ、宅医医療・護 の認知度が高い傾向に見られました。宅医医
療・護 相談センターと宅医医療・護 相談の認知度は相関関係にあることがうかがえます。 

 
 
 
 

 

 

【訪問診療・訪問看 などの認知度】 

・認知度が最も高いのはか訪問護 」の 78.0％で、次いで か護 支援専門員」74.0％、か訪問看 」65.2％と
なっています。一方で、か訪問薬剤管理指導」、か宅医訪問栄養食事指導」、か定期巡回・随時対応型訪問護 
看 」、か宅医療養支援診療所」は認知度が 3 割を下回っておつ、これらのサービスを広く認知してもらう
ためには、わかつやすい情報提供や地域での啓発活動が重要です。 

 
  

87.7 

23.1 

16.9 

88.8 

23.5 

12.7 

82.5 

16.4 

9.5 

10.8 

73.8 

39.6 

11.2 

67.6 

40.3 

15.8 

67.2 

33.8 

1.5 

2.3 

43.5 

8.9 

46.3 

1.8 

16.4 

56.8 

0.8 

0.7 

知っている(n=130)

聞いたことはあり(n=130)

知らない(n=154)

知っている(n=134)

聞いたことはあり(n=179)

知らない(n=134)

知っている(n=57)

聞いたことはあり(n=61)

知らない(n=74)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことはある 知らない 無回答

60

歳

代

70

歳

代

80

歳

以

上
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在
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】

【在宅医療・介護の認知度】

59.9

38.0

18.2

65.2

42.3

19.6

78.0

74.0

23.6

15.8

34.1

55.2

73.3

28.6

50.1

71.3

16.1

20.5

68.0

75.2

6.0

6.8

8.5

6.2

7.6

9.2

5.9

5.6

8.5

9.0

訪問診療（医師の訪問）

訪問歯科診療（歯科医師の訪問）

訪問薬剤管理指導（薬剤師の訪問）

訪問看護（看護師などの訪問）

訪問リハビリテーション（リハビリ専門職の訪問）

在宅訪問栄養食事指導（管理栄養士の訪問）

訪問介護（ホームヘルパーの訪問）

介護支援専門員（ケアマネジャー）

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

在宅療養支援診療所

0% 20% 40% 60% 80% 100%全体(n=1333)

はい いいえ 無回答

認知度に関すること 

か宅医医療・護 相談センター」の認知度と

か宅医医療・護 」の認知度は関連性が高い 

医療・護 サー

ビスの認知度

は種類によっ

て差が大きい 



 

 

【病気で死期が迫っていると告げられた場合の療養の場所】 

・ か自医で療養して、必要になれば医療機関に入院したい」は年齢を重ねるにけれ、減少傾向となっておつ、
20～30 代と 80 歳以上では 20.4 ポイントの差があつます。またかなるべく早く、医療機関に入院したい」
は 40 代以降増加傾向となっておつ、40 代と 80 歳以上では 23.7 ポイント以上の差があつ、年齢によって
相関関係にあつます。 

 
 
 
 

 

 

【終末期にお る延命治療の希望】 

・20～40代では か望まない」が 6割以上で、50 代以降は約 7～8割となっています。また、20～40 代はかわ
からない」と回答した割合が 3割以上と他の年代と比べて高くなっています。 

 
 
 
 

 

 

 

  

26.0 

27.9 

13.2 

16.0 

25.1 

27.2 

36.9 

41.9 

51.2 

50.0 

42.5 

43.8 

42.6 

30.8 

8.1 

7.0 

13.2 

8.5 

6.7 

8.6 

7.2 

3.4 

7.0 

4.7 

9.4 

3.1 

2.2 

1.5 

4.7 

1.9 

5.7 

4.5 

5.5 

5.1 

11.3 

7.0 

14.2 

14.2 

13.4 

8.4 

11.3 

1.4 

1.9 

0.9 

1.4 

1.5 

0.5 

3.4 

0.9 

2.8 

1.9 

4.0 

6.7 

全体(n=1333)

20～30代(n=43)

40代(n=106)

50代(n=106)

60代(n=418)

70代(n=453)

80歳以上(n=195)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なるべく早く、医療機関に入院したい 自宅で療養して、必要になれば医療機関に入院したい

最後まで自宅で療養したい 専門的医療機関で積極的に治療を受けたい

老人ホームなどの福祉施設に入所したい わからない

その他 無回答

年

代

別

2.5 

4.7 

3.8 

0.9 

2.9 

2.2 

2.1 

75.9 

62.8 

62.3 

74.5 

78.9 

80.6 

70.3 

18.9 

32.6 

33.0 

21.7 

16.5 

13.9 

23.6 

0.3 

0.9 

0.5 

0.2 

2.4 

0.9 

1.9 

1.2 

3.1 

4.1 

全体(n=1333)

20～30代(n=43)

40代(n=106)

50代(n=106)

60代(n=418)

70代(n=453)

80歳以上(n=195)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

望む 望まない わからない その他 無回答

年

代

別

終末期に関すること 

入院希望者は年齢が高く

なるにけれて増加 

必要時入院希望者は年齢

が高くなるにけれて低下 

延命治療をか望まない」

割合は各年代で 6割以上 

かわからない」割合は

20～40 代で 3割以上 



 

 

【終活ノートの認知度】 

・女性はか知っている」が男性よつも 17.1 ポイント高くなっています。女性は結婚、出産、育児など、ライ
フイベントの計画や管理に積極的である方が多い傾向で、終活ノートもその一環として取つ入れやすいた
めと考えられます。 

 
 

【 か家族構成」「か終活ノートの作成」】 

・ か作成している」は 70 代か単身世帯」が 8.6％、か作成したいと思う」は 60 代か三世代世帯」が 48.5％と
最も高く、他の世帯よつも高い割合になっています。年代、世帯によって作成の状況・意向の違いはあつ
ますが、60～80 歳以上の単身世帯では、か作成している」か作成したいと思う」の割合が 4割以上となって
おつ、家族や友人に対して、自分の意志の明確化や、手続き等を行う際の負担軽減などを伝えやすくした
いためと思われます。 

 
  

36.8 

26.9 

44.0 

60.6 

70.6 

53.2 

2.6 

2.4 

2.7 

全体(n=1333)

男性(n=572)

女性(n=729)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

性

別

2.9 

2.5 

1.9 

3.0 

8.6 

3.2 

4.0 

1.4 

4.3 

14.3 

42.6 

38.4 

28.2 

26.9 

48.5 

33.3 

44.4 

33.2 

37.6 

23.1 

30.6 

40.0 

38.0 

30.4 

17.0 

15.8 

28.6 

13.2 

20.8 

21.2 

25.0 

9.1 

33.3 

16.0 

25.0 

23.5 

30.8 

25.0 

20.0 

14.0 

20.3 

38.3 

100.0 

36.8 

57.1 

39.7 

35.8 

48.2 

46.2 

39.4 

33.3 

27.2 

36.8 

31.8 

38.5 

41.7 

33.3 

40.0 

46.4 

36.2 

36.8 

1.5 

2.5 

2.4 

3.7 

1.8 

7.1 

7.7 

2.8 

6.7 

4.0 

1.4 

4.3 

10.5 

単身世帯(n=68)

夫婦のみの世帯(n=159)

二世代世帯①(n=85)

二世代世帯②(n=52)

三世代世帯(n=33)

その他(n=21)

単身世帯(n=81)

夫婦のみの世帯(n=220)

二世代世帯①(n=85)

二世代世帯②(n=13)

三世代世帯(n=36)

その他(n=15)

単身世帯(n=50)

夫婦のみの世帯(n=69)

二世代世帯①(n=47)

二世代世帯②(n=1)

三世代世帯(n=19)

その他(n=7)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

作成している 作成したいと思う 思わない わからない 無回答

60

歳

代

70

歳

代

80

歳

以

上

【
家
族
構
成
別
】

【か終活ノート」の作成状況・今後の作成意向】

終活ノートに関すること 

認知度は 

女性が高い 

単身世帯は終活

ノートへの意識

が比較的高い 

※二世代世帯①：本人または本人夫婦とその子供  二世代世帯②：本人または本人夫婦とその親 


